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　本日、私がお話するのは、「記憶」に関する話と、ウェブ上で「忘れる」ということに
ついてです。このテーマは今まさに時事問題として取り上げられており、欧州裁判所では
5 月 13 日に「忘れられる権利」を保護する判決がくだされるなど、話題となっています。
しかしながら、議論が白熱するあまり、この問題の複雑性、すなわち「思い出す」また「忘
れる」という行為とメディアとの関係性についての非常にデリケートな仮定が、この問題
に含意されていることが見過ごされてはなりません。われわれは、一体どうしたら忘却を
生み出し、更には忘却を強化するための技術的な手段を実際に働かせることができるのか、
それを把握するのは容
た や す
易いことではないのです。
　基本的な問いとして、以下のものが挙
げられるでしょう。すなわち、⑴インター
ネットの普及が、我々の現代社会におけ
る「記憶」にどのような影響を与えたか、
また、⑵インターネット後の「社会記憶」
は、今まで我々が数世紀にわたって認識
してきたものと同じか、それともウェブ
社会において、「記憶」の概念には変化
があったのか。そして、⑶この場合の「記
憶」の構造とは、いかなるものなのか。
　ウェブは、よく「完全記憶」と呼ばれます。それは、ただ全てを覚えておくというだけ
ではなく、必要な時にそれを取り出すことができる、という事実に由来します ( 記憶に関
する第二の古典的問題 )。更に、それは自ら情報を生産することすらあります。その時、ウェ
ブは「予知装置」として機能し、能動的にデータを処理し、未知の情報を取得することに
よって、まだ答えが得られていない問いに答えを出すことすらあります 1。グーグルの「オー
トコンプリート」機能は、検索したい事柄を数語打つだけで、質問を勝手に完成してくれ
ます。しかしながら、本当に複雑なのは、ウェブが一見、情報を完璧に覚えているように
見えるという側面ではなく、むしろ「忘れる」という側面における問題です。「記憶」に
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1　Kelly,Kevin,We Are the Web,WIRED, Issue 13.08 - August 2005.
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は、「覚える」「忘れる」という 2 つの側面があり、その 2 つはどちらも欠かすことができず、
また双方は深い関連性を持っているのです。では、ウェブ上の記憶が「忘れられる」とは
一体どういうことでしょうか、また、「忘れる」という形式の観察によって、ウェブが「覚
えておく」こと、すなわち「記憶」の全体像に関して、我々は深く知ることができるよう
になるのでしょうか。
　この問いこそが、私が今回考えてみたいテーマです。ショーンベルガーのいう、「覚える」
ことから「忘れる」ことへの焦点の転換です 2。デジタルな記憶の課題は、「覚える」こと
から「忘れる」ことにシフトしています。そして実は、これは過去数千年を通じての傾向
でもあるのです。特に、Web2.0 の普及に伴って、仮想的に無限のデータを処理し、保存
しておくことが可能となっている現在では、全てのことが「覚えて」おかれるようになっ
ています。既存の価値観というのは、それに抵抗するという選択を示さない限りは、自動
的に獲得されます。現在、労力や留意を必要とするのは「覚える」ことではなく、「忘れ
る」ことなのです。「覚える」という行為は、今や非常に簡単で造作ないものになってい
ます。まさに、覚えることは当たり前のものになったのです。例外を挙げるとすれば、も
しそうすることが必要ならば、ですが、我々が「忘れる」ことを敢えて選択するケースで
しょう。日々、ウェブ上で文章や写真、メールを読んでいる時のことを思い出してみてく
ださい。何を選択的に忘れるか、という時間が圧倒的に不足していることがわかるでしょ
う。普通の状態であれば、我々は全てを保存しようとします。コンピューターが、そうさ
せようとするのです。何かを選択し、決定を下すのには普段以上の注意と時間を必要とし
ます。普通であれば、我々はそんなことをしようとは思いません。膨大なデータの中から
興味のある情報を探して取り出す技術が既に存在しますし、それは既に必須のものになっ
ています。例えば、膨大なメールの中から必要な一通を探し出す場合がそうです。
　このような逆転が起きたことによって、どのような結果がもたらされたでしょうか。こ
の点について、これから２つの手順を踏んでお話させていただきます。
　第一に、ウェブが情報を処理する際の形式とメカニズムについてお話します。ウェブは、
データを管理し、「覚える」ための驚くべき能力を持っています。そこには、人間の情報
処理とは根本的に異なる形で
の、デジタル特有のアルゴリ
ズムの利用が関わっています。
　そして第二に、「忘れる」
ということについてお話しま
す。そしてそれは、デジタル
な「記憶」の総体に関わって
きます。
2　Mayer-Schonberger, Viktor, Delete: The Virtue of Forgetting in the Digital Age,2009.
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　ウェブ上の記憶は、どのように機能するのでしょうか。この謎めいた「ウェブ上の記
憶」は、「ウェブ上の知能」という新しい形式と関係しており、一方では Web2.0 の普及と、
もう一方では互いに繋がり合う（ことによると仮想化された）「クラウド」コンピューティ
ングの分散処理能力に関係しています 3。このような「分散的な人工知能」は、人間が情
報処理を行う際の知能とは異なるものです。そして実際、ウェブ上で最も普及している情
報管理ツールは、人間の知能とは全く関係のない形態をとるものであり、人間の知能を再
現しようとする試みではありません。むしろそれは、ロジャースがいう「グーグライゼー
ション」（googlization）効果を実現するものであり 4、専門家や編集者の役割、あるいは
人間が行う情報整理や分類までに至る活動を、アルゴリズムによって徐々に置き換えてい
くものです。
　言葉だけが一人歩きしているページランク・アルゴリズムに象徴されるようなグーグル
の持つ力は、実はこのように非常に明確な形で存在しているものです。アルゴリズムでは、
概念的類縁性に基づく形での、意味グリッドを基盤とした情報分類を行いません。それは
かつて米国のサーチエンジンの主流だった Altavista のような、初期のアーキテクチャの
やり方です。現在は知能的な形での演算は行われず、また知能的な情報分類を前提として
いません。データは概念に共通点があるという理由で関連づけられませんし、何と何が関
連している、というような決定を下す者もいません。複数のウェブサイトは単に以前にリ
ンクが張られたからという理由で関連付けられているのです。
　分類は、演
ア プ リ オ リ
繹的にではなく、帰
アポステリオリ
納的にその処理が行われます。意味によってではなく、
演算によって分類が行われるのです。どのサイトがどの別のサイトに、どのような理由で
リンクが張られていたのかということを理解する必要もありません。理解を要する事柄が
そもそも存在しないからです。存在するのは以前にリンクされていた、その事実のみです。
機械は知能を持っておらず、従って聡明に振る舞うこともできません。しかし、計算と処
理によって、聡明な結果を下すことは可能です。それらは、非常に有益かつ役に立つもの
です。利用者は、単に自分が必要とする情報だけではなく、思いもしなかったようなアイ
デアを得ることもできるのです。
　この非常に聡明な答えは、知能を増幅することによってもたらされたものではありませ
ん。人間の知能は、この単調で自動化されたアルゴリズムが導き出すようなウェブサイト
の割り出しには通用しないでしょう。アルゴリズムが非常に効果的かつ強力な理由は、そ
の内容を考慮していないからです。すなわち、ウェブサイトの中身を理解する必要がない
のです。結果は、人間の知能に寄生することによってもたらされたものです。機械は、ユー
ザーの以前の検索リストを認識し利用します。ユーザーによる合理性、そしてそれに付随
３　 Carr, Nicholas, The Big Switch: Rewiring the World, from Edison to Google ,2008.（邦訳『クラウド化する世界
―ビジネスモデル構築の大転換』､ 翔泳社刊）
４　 Rogers, Richard, Digital Methods,2013.
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する意味を利用し、それを組み合わせて処理することで、ユーザーに対してウェブ上で循
環する、知性が増幅したイメージを結果として提供するのです。これが、ボッツマンがい
う「おすすめ」システムや「口コミ」経済のことであり 5、それらがウェブの本質を特徴
付けているように思われます。すなわち、人気がある、という特性を類縁性のシグナルと
して利用し、サイトや概念の分類あるいは指標に利用するというメカニズムです。そのシ
ステムは、いかなる合理性や体系性にも縛られないという意味で、常に流動的かつ機動性
を持ったシステムです。
　アルゴリズムの知性は、（知能を持つ）ユーザーの情報処理および情報取得能力に依拠
した、鏡
リ フ レ ク テ ィ ッ ド
のような（reflected）知性であると言えるでしょう。何も理解する必要はなく、
理解されるべきこともありません。そこにあるのは、アルゴリズムによって導かれる結論
が出した結果だけです。機械の知性というのは、ユーザーによる選択が集まることで現れ
た知性を反映するという形でのみ存在するものです。アンドリュー・キーンは、次のよう
に述べました。Web 2.0 時代でコンピューターの画面を眺めている時、我々は実際には自
分自身を眺めているのだ、と。
　ある者は、このように人間の意思決定の鏡像を利用することは、Web3.0 時代の真のイ
ノベーションであると述べます。それは以前までは「セマンティック・ウェブ」として理
解されていたものです 6。しかしながら、実際にはウェブが意味を理解するのとは逆のこ
とが起きているのです。我々が今見ているのは、ウェブ上のアーキテクチャにおける意味
とは無関係な構造の増幅であり、つまりはキーンのいう「いいね！」の経済なのです 7。ウェ
ブ上のあらゆるものはソーシャル化しており、それが PC の誕生、WWW の誕生に次ぐ
第三のデジタル革命であると解釈できます。しかし、これが革命的であるのは、我々の印
刷技術の発展以降、近代社会を悩ませてきた膨大な情報の氾濫という問題を、むしろ変革
の機会として逆用した循環的メカニズムによるものです。その変革によって、ウェブの増
殖とともにデータ量は増大し、同時にそれらを取捨選択するメカニズムは、より信頼でき
るものとして発展してきました。データ量が増加すれば、Google とアルゴリズム化され
たウェブは、アンダーソンがいうデータの大氾濫 8 に陥ることなく、むしろより有用な存
在として発展していきます。より多くの（人的）知能を取り入れることができ、アルゴリ
ズムはより発達した（機械としての）知能として更に知能を身につけていくのです。
５　Botsman, Rachel, Welcome to the new reputation economy, Wired magazine, September, 2012.
６　Berners-Lee, Tim, The Semantic Web, Scientific American.com,2001.
７　Keen, Andrew, Digital Vertigo: How Today's Online Social Revolution Is Dividing, Diminishing, and Disorienting Us, 
2012.
８　Anderson, Chris, The End of Theory: The Data Deluge Makes the Scientific Method Obsolete, 
Wired magazine, Issue 16.07,2008.
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　以上のような事態は「記憶」に対してどのような影響を及ぼすでしょうか ?
　このような状況は、今まで「忘れる」ことがごく当たり前のことであり、「覚える」こ
とに洗練された技術と方法が必要とされていた既存の社会における優先事項を、根本的に
ひっくり返すものです。西洋社会における「記憶術」では、避けようがない「忘れる」こ
とに対し、なるべく忘れてしまう内容を減らせるようにデータを空間的な組み合わせとし
て編制し直すことで対処していました。「場
ロ ウ キ
所」（loci）と呼ばれる、特別な記憶空間を編
み出し、それが膨大な量の記憶を担ったのです。その最大の目的は、データを保存してお
いて、関連性のあるものをいつでも呼び出せるようにしておくことでした。
　我々の社会に対する伝統的な認識に基づけば、「記憶」とは「覚える」ことと同義であ
り、それを拡張するべく様々な模索が行われました。「忘れる」ことは記憶の否定に過ぎず、
でき得る限り阻止すべきこととしてネガティヴな価値付けがなされてきたのです。いま
問題になっている技術が「暗記術」（art of remembering）ではなく、「記憶術」（art of 
memory）と呼ばれながらも、両者が同じものと考
えられてきたのも、決して偶然ではありません。し
かしながら、実際のところ「記憶術」が提供してき
たのは「覚える」技術だけなのです。
　しかし、よく考えてみれば実際にはもっと事情は
込み入っています。記憶術において、「忘れる」こ
との複雑さと重要性というのは、初期の段階で既に
認識されていました。それと同時に、「忘れる」ことの難しさとその逆説もまた認識され
ていたのです。記憶術を発明したとされるシモニデスは、このことを体験した最初の人物
です。キケロの引用による有名なエピソードでは、彼はテミストクレスに全てのことを覚
える技術を教えて欲しいと懇願します。しかしながら、テミストクレスはそのようなこと
に興味はないと応じました。その一方で、テミストクレスは「忘れる」技術こそが自分の
関心事であると言います。何故ならば、効果的に忘れることができなければ、記憶を活用
することはできず、合理的思考や適切なコミュニケーションも行えないから、そう述べた
のです。古典的な例で言えば、ボルヘスの小説に登場する「記憶の人フネス」や「全てを
記憶する男」として知られたシェレシェフスキーが挙げられるでしょう 9。しかしながら、
彼は最も単純な論理的作業をこなすことすら困難であったとも言われています。
　「忘れる」ことへの欲求は、記憶術の歴史においては悉
ことごと
く効率的かつ操作的な方法で「忘
れる」ことを習得する、信じられないほど複雑な手続きとして現れてきました。記憶術の
異なる手法である「 忘
アルス・オブリヴィオナーリス
却 術 」（ars oblivionalis）も、特に 15-16 世紀頃に盛んに提
案され、記憶の世界から痕跡を消す方法が求められてきました。保存している場所が崩壊
９　Luria, Alexander R., The Mind of a Mnemonist - a little book about a vast memory, 1975.（邦訳『偉大な記憶力
の物語 : ある記憶術者の精神生活』岩波書店刊）
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したり全焼したりした光景や、強風によって全ての記憶が吹き飛ばされた様子をイメージ
すると分かりやすいかもしれません 10。
　もちろん、このような試みが全てうまく言ったわけではありません。少なくとも、十分
な成果が出たとは言い切れないでしょう。今日の状況を考えれば、これらの試みがうまく
行かなかったことは明らかです。結局のところ、これらの「忘れる」技術は、「覚える」
技術に依存せざるをえないのです。まずは、「覚える」こと、その後で何を「忘れる」か
を選別する作業に入っていくのです。より正確に言えば、「忘れる」ためには、まずは何
を「忘れる」かを「覚える」ことが必要なのです。「忘れる」技術というのは、「覚える」
技術が複合化したものとして働きます。「忘れる」ことができるのは、以前に「覚えた」
ことだけであり、従って、より多くの注意とエネルギーが記憶に要求されることとなりま
す。ウンベルト・エーコは、この事実に早くから気づいていました。数十年前、彼は「忘
却術」を矛盾であると述べ、あるものを「無く」するためには、まずはその存在が「在る」
ことが前提であること、それが「在る」ことを認識することが必要であると指摘しました 11。
しかし今現在我々が必要としているのは、今まで述べてきたような「忘れる」ことを通じ
ての「忘れる」技術であり、「覚えた」ことを「忘れる」のではないのです。しかし、そ
れは今まで達成されることはありませんでした。
　古代から、この複雑性を認識し、効果的かつ有用な形で「忘れる」ためには、記憶を消
すのではなく、考え方を 180 度転換し、それを増加させていくことが重要だというアプロー
チはありました。過去に戻ることはできないので、情報が存在しない原始時代のような状
態に戻ることはできません。しかし、情報を中立化する試みによって、過去にとらわれる
ことなく、自由な状態を取り戻すことは可能です。すなわち、それは未来に対して開いて
おくことであり、そのための最も効率的な方法は、データと参照情報の数を増やし、それ
らの情報から一つの方向性だけが抽出されるのを不可能にすること、すなわち、多量のノ
イズとなる情報を生産し、ランダム化して不確定性と操作不能性を演出してしまうことで
す。それが今、「忘れる」という行為には求められています。
　といっても、人間の「覚える」能力には限界がありますから、記憶に対する今述べたよ
うな方法は、「忘れる」ことを操作することによって得られるであろう恩恵よりデメリッ
トのほうが多いと思われるかもしれません。つまり、あまりに膨大な記憶によって、過重
な負荷がかかってしまうというわけです。となれば、「忘却術」をこのような方法で達成
することは不可能になってしまいます。
　「記憶」、そして「忘れる」ことに、今何が起きているのでしょうか。先ほど述べたような、
データ管理のアルゴリズム的な原理は、それまでの「覚える」ことと「忘れる」ことの優
10　Bolzoni, Lina, La stanza della memoria. Modelli letterari e iconografici nell'età della stampa, 1995（邦訳『記憶の
部屋 印刷時代の文学的 - 図像学的モデル』ありな書房刊）
11　Eco,Umberto,An Ars Oblivionalis? Forget It!,PMLA ,Vol.103,No.3(1988),pp.254-261. 
Lachmann,Renate, Die Unlöschbarkeit der Zeichen: Das semiotische Unglück des Mnemonisten, in 
Gedächtniskunst: Raum, Bild, Schrift : Studien zur Mnemotechnik, 1991, S.111-141.
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先関係をひっくり返えしました。現代のウェブ記憶において、エネルギーも注意も必要と
しない 初
デフォルト・ヴァリュー
期 値 は「覚える」ことであり、「忘れる」ことではありません。そして、その
とき奇妙な反転が起こります。我々のウェブ社会においては、「覚える」ことは自動化さ
れた作業であり、「忘れる」ことを今我々は求めているように思われるのです。我々が今
恐れていることは、ショーンベルガーが言う「忘却の権利」という、本来的な権利が危機
にさらされることです 12。これは、過去のあらゆる時代を通じてなされてきたこと、つまり。
自然と「忘れて」しまうため、「覚える」ことを強化してきたのとは、正反対のことなのです。
　では、この非対称的な逆転現象を我々はどのように利用していくべきでしょうか。「古
典」的な記憶が抱える問題とは、それを失う能力ではなく、それを保持する能力にありま
した。これにより、効率的な「記憶術」を実現することは出来ましたが、「忘却術」を実
現することはできませんでした。そして、記憶の増幅が事実上コストをかけることなく実
現ができるようになった現在、「記憶術」はウェブの時代にそぐわないものとなっています。
全ゆる記憶が利用可能である今、それを強化する必要はないでしょう。今我々が必要とし
ているのは、「忘れる」能力であると言えます。しかも昔と違って今は、コンピューター
の処理に頼ることで、歴史上初めて本当の意味での「忘却術」を実現できるようになって
います。ウェブは、「覚える」ことが当たり前の技術であり、従って我々は「忘れる」技
術を発達させることができる状態になりました。「覚える」ことに、我々が労力を割く必
要がなくなったからです。ウェブは、情報の内容を理解することなく、他の情報との関連
性で「記憶する」技術です。従って我々は、「覚える」ことを介さずに「忘れる」ことを
行う状態、すなわち「忘却術」を実現できる状況にあるのです。現にウェブは情報の中身
を「覚え」ておらず、それらをアクセス不能にするためにコンテンツをひとまず再現する
必要もないのです。
　「記憶の増幅」によって、「忘れる」技術が今、初めて実現可能なものとなりつつありま
す。ウェブは、データに対して注意を払うこと無く、それを増幅させることが可能な装置
です。情報を「覚えて」おく必要がなく、情報同士の関連性を生成していくだけなのです。
機械を通じた記憶の増幅では、意味も意味を理解する必要もありません。しかし、この情
報の増大によって「忘れる」ことの必要性が結果として生じてきます。情報を削除する必
要がなくなるということは、それらがアクセス不能になることを意味しています。なぜな
ら、情報が氾濫するあまり、それらが埋もれて失われてしまうからです。「忘却の権利」
を叫ぶ人たちが要求するように、情報を見つけ出して利用することがより難しくなるので、
いわば情報は自然と忘却の淵に沈んでいくわけです。機械の中で、大量のノイズを生成す
るだけで、「忘れる」ことを「覚える」ことなく、労力もコストもかけずにこうしたこと
が今や実現可能です。「忘れる」ことは、「忘却術」の矛盾の中心にある「意味」を素通り
することで「覚える」ことを中継することなく、実際に実現されるのです。
12　Mayer-Schonberger, V., Ibid,2009.
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　これを Google と「忘れられる権利」のケースに当てはめて考えてみると、「忘れられ
ること」を実現するためには、検索エンジンはその内容を削除するだけでは十分ではあり
ません。ソースとなるサイトはアクセス可能であり、他の検索方法によって発掘可能だか
らです。しかし、そこに至る繋がり（リンク）を利用不能にすることで達成できる可能性
があります。「忘却術」として考えてみると、コンテンツ自体を削除するのではなく、リ
ンクを増幅させることで「忘れる」ことを実現できるのです。
　この件に関しては、既に格好の事例があります。ウェブ上のデータに関してプライバシー
の問題を管理するのが困難な場合、その情報を削除したりアクセスの制限をかけるのでは
なく、それが使われなくなるまで情報を増幅させていくという新しい「忘れる」技術が開
発されたのです。この、ニッセンバウムとブラントンがいう「 攪
オブファスケイション
乱 化 」（obfuscation）
では、ウェブ上のあらゆる情報に平行させる形で多くの「もっともらしいけれども、誤
解を招き、曖昧で、混乱しやすい」情報を生成することで、情報を使えなくします 13。
Google 上のあらゆるクエリと平行して、実体のないクエリを生成することで、膨大な情
報の中に存在するユーザーの嗜好パターンを、商業目的を持つ企業が把握できないように
するのです。例えば、市内のレストランを探している場合には、それに加えて電気自動車・
タンゴ教室・美容室などの情報も一緒に生成するのです。このような情報はソフトウェア
によって自動で生成されるので、こちら側で制御することはできません。こうしたソフト
ウェアの目的は、大量のノイズを生成することでデータの監視、収集、拡散など、あらゆ
るデジタル操作による情報特定を阻止することです。これによって、ウェブ上で「忘れら
れる」こととほぼ同等の効果が得られます。
　この技術で興味深いのは、ウェブを人間の記憶として再現しようとはしていない点です。
むしろそれは、デジタルにおけるデータ処理を活用し、「覚える」ことと「忘れる」こと
という区別の双方を参照する、記憶に対する新しい方法であると言えるでしょう。より良
い形で「忘れる」ために、より多くのことを「覚える」、そういうアプローチです。社会
記憶の発達は、メディアという形でテクノロジーによって実現されます。それは人間の持
つ情報容量と情報処理能力から自立し、より多様な形で発達を遂げるのです。
〔解題〕
大黒岳彦
　本稿は、2014 年 7 月 15 日に明治大学において情報コミュニケーション学部創設 10 周
年記念行事としてまた国際交流基金事業の一環として、エレナ・エスポジトを招待して実
施された特別講演「デジタル・メモリー　－ウェブにおける記憶と忘却－」（英文の原タ
13　Brunton,Finn & Nissenbaum,Helen,Vernacular resistance to data collection and analysis: A 
political theory of obfuscation, First Monday, Volume 16, Number 5 - 2 May 2011.
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イトルは、Digital memory ― digital techniques of remembering and forgetting）の
発表原稿の翻訳であり、本人の許可を得て本紀要に掲載する。
　エレナ・エスポジトは、現在イタリアのモデナ・レッジョ・エミリア大学、コミュニケー
ション経済学部に所属し社会学の教鞭を執っている。彼女の専門は理論社会学で、社会シ
ステム論の分野においては、ドイツのディルク・ベッカーなどと並んで N. ルーマン亡き
後の斯学の中核を担う存在として精力的に質の高い研究成果をあげている。
　日本ではルーマンのグロッサリー（用語集）である『GLU』（Glossar zu Niklas Luhmanns 
Theorie sozialer Systeme, 邦訳 : 国文社刊）の執筆者として知られているが、それ以外にも、
フィクションと確率論の関係（Die Fiktion der wahrscheinlichen Realität）、金融と時間の関係
（Die Zukunft der Futures: Die Zeit des Geldes in Finanzwelt und Gesellschaft）、そしてファッショ
ン（Die Verbindlichkeit des Vorübergehenden: Paradoxien der Mode）をシステム論の観点から論
じた仕事がある。とりわけ彼女の主著と目される『社会的忘却』（Soziales Vergessen: Formen 
und Medien des Gedächtnisses der Gesellschaft）はルーマン後の社会システム論を方向付ける極
めて重要な仕事として注目される。
　今回ここに訳出した講演原稿は、この『社会的忘却』の第五章「インターネット」（Das 
Netz）に内容的に対応するものだが、『社会的忘却』の単なる要約的記述ではない。とい
うのも、この本が出版されたのが 2002 年であ
り、それ以降ウェブは、飛躍的と言ってよい
進展を遂げているからである。エスポジトは、
Google 検索の「オートコンプリート」機能、「ク
ラウド」コンピューティング、「忘れられる権
利」、「ビッグデータ」といった、インターネッ
トの直近の技術、最新の話題をフォローしなが
ら、しかし単なる流行現象の後追いや跡付けに
終わることなく、それらを見事に自らの社会記
憶理論に組み込んでいる。こうした点に本講演
原稿のオリジナリティーと独自の価値がある。
　『社会的忘却』の根本テーゼは、それぞれの
時代毎に異なる社会的記憶の形態があり、その
形態を根底で規定するのはメディア技術である、という主張である。エスポジトは、社会
的記憶の形態を大きく四つに分類する。すなわち、⑴ 預
ディヴィナトーリッシュ
言 的 （divinatorisch）記憶、
⑵修
レトーリッシュ
辞的（rhetorisch）記憶、⑶記憶としての文
クルトゥーア
化（Kultur）、そして、⑷自
ア オ ト ロ ー ギ ッ シ ュ
己記述的
（autologisch）記憶である。そして、以上の四つの社会的記憶形態を規定するメディア技
術が、それぞれ、⑴預言的記憶―象形文字、⑵修辞的記憶―表音文字（実質的にはアルファ
ベット）、⑶記憶としての文化―活字（ないしマスメディア）、⑷自己記述的記憶―インター
ネット、である。
２０１４年度
情報コミュニケーション学部 創設10周年記念事業
「デジタル・メモリー
～ウェブにおける記憶と忘却～」
モデナ・レッジョ・エミリア大学准教授
エレナ・エスポジト先生
※講演は英語で行われ，通訳がつきます。
イタリアのボローニャ大学で政治学と哲学を修
め、ドイツのビーレフェルト大学で社会学を学
び、現在はイタリアのモデナ・レッジョ・エミリア
大学で理論社会学を教えている。現在の研究
テーマは、社会学的な「メディア」の研究、およ
び社会的な「記憶」の研究。講演のテーマは、
本学部にふさわしい、インターネットと「記憶」
の関係をめぐる社会学的な考察。
ヨーロッパの本物の知性に触れられる
またとない機会です！
開催日時： ２０１４年 ７月１５日（火） ３時限目
場 所： 和泉キャンパス第二校舎 ６番教室
講 演 者： エレナ・エスポジト先生
講演内容： 「デジタル・メモリー～ウェブにおける記憶と忘却～」
司 会： 大黒 岳彦教授（情報コミュニケーション学部）
情報コミュニケーション学入門ＡＢＣＤ受講者へ...
７月１５日（火）の情コミ入門はＡＢＣＤすべて特別授業となります。
間違わずに出席してください。
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　それぞれの社会的記憶がどのような機能を社会において演じるかについては、紙幅の関
係もあり、ここでは詳説を断念せざるを得ないが、一つだけ注意を喚起しておくとするな
ら、エスポジトの考える（そしてルーマンが考えていた）社会的記憶とは、個人の意識と
は関係がない、という点である。社会システム論の枠組みにおいて「記憶」とは、過去に
向かっては、社会がどの情報を保存し、そしてどの情報を忘却するか、という選択原理と
して機能し、また未来に向かっては、何が予期されるか、という社会的な期待の枠組み、
すなわち社会構造を担保するものとして機能する。そして、これらは個人が何を意識する
か、何を記憶しているか、ということには依存しない。
　重要なことは、（一般にはそう考えられているにもかかわらず）「記憶」（memory）が
「覚えること」（remembering）と同義ではなく、〈覚えること / 忘れること（forgetting）〉
という「区別」であり、両者のコントロールであるという認識を社会システム論が堅持し
ている点にある。その意味で、第二節で紹介されている「忘れなければ、新たに覚える余
地を生むことができない」というシモニデスとテミストクレスの逸話は留意に値する。一
般に、メディア技術は記憶容量に物理的な限界を有する。原初的な記憶媒体は言うまでも
なく人間の脳であるが、これには個人差があるとはいえ、容量は貧弱である。長い歴史を
有する「記憶術」の伝統は、こうした貧弱な人間の記憶容量を如何に拡張し、また如何に
効率的かつ確実に記憶した情報を取り出すかという人間の涙ぐましい努力の結晶である。
「記憶術」の歴史が示しているように、記憶容量が貧弱な間は、「忘れること」に対して「覚
えること」が優位に立つのは当然と言えた。活字技術の登場によって社会的記憶の容量は
一挙に増えることになるのだが、それでも依然「覚えること」の優位は揺らがなかった。
だが、インターネットの登場と普及によって、「覚えること」と「忘れること」の関係が
ついに逆転する。そして、この点の指摘こそが本稿での、エスポジトの最大の力点である。
　人間の記憶では、ほうっておけば自然と「忘れる」というのが記憶の 初
デフォルト・ヴァリュー
期 値 であっ
た（だからこそ「覚えること」に最大限の努力とエネルギーが注がれた）のに対し、イン
ターネットというメディア技術のパラダイムにおいては、「覚えること」は自動化された
プロセスであり、それが記憶の 初
デフォルト・ヴァリュー
期 値 となる。逆に「忘れること」にエネルギーと努
力が必要とされる。記憶におけるこうした「覚えること」と「忘れること」との逆転が、
人類史上初めて出
しゅったい
来しているのである。この指摘は、情報社会に生活する我々にとって極
めて重大である。住所や職業や出身といった個人情報はもとより、今後、Apple Watch や、
Google glass などのウェアラブルの普及によって、身体内部の情報までがクラウド上に
ビッグデータとして記憶されていく社会の出現がすぐそこに見えているからである。こう
した強力な社会的記憶の体制に対して個人がどのようなスタンスを取ればよいのか、そう
した問いをこの講演は投げかけている。
